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要         旨 

糖類の過剰摂取は肥満や糖尿病などの疾患の原因となることが報告され

ており、特に異性化糖の摂取が問題となっている。ベトナム/カンボジア

では経済発展に伴い糖類の摂取が容易になってきたが、ベトナム/カンボ

ジアでは糖類成分表がなく、国民の糖類摂取量を算定できなかった。 本

学位論文では、ベトナム・カンボジアでよく摂取されている飲食物 46 種

類を選び、糖類（グルコース、フルクトース、スクロース、ラクトースお

よびマルトース）の含量を測定して成分表を作成し、ベトナム/カンボジ

アの子どもの食事調査を実施して、作成した成分表を用いて糖類摂取量を

明らかにした。日本の子ども対しても同様の食事調査を行い、糖類摂取量

を算定した。 

 糖類の総摂取量は、日本の子どもとベトナム/カンボジア都市部の子ど

もでは同程度であったが、ベトナム/カンボジア農村部の子どもは両者よ

りも低かった。いずれの地域も総糖類摂取量は WHO が推奨するエネルギー

摂取量の 10％以下であった。また、グルコースとフルクトースの摂取量

は、ベトナム/カンボジア都市部が最も高く、次いで日本、ベトナム/カン

ボジア農村部であった。また、グルコースとフルクトースの合計摂取量が

総糖類摂取量に占める割合は、日本では 26％、ベトナム/カンボジア都市

部は 46％、農村部は 17％であった。 

 ベトナム・カンボジア都市部では異性化糖を多く含む食品の摂取が高い

ことを明らかにした。 

本論文の一部は Journal of Medical Investigation に印刷中である。 

論文審査会において、論文内容の修正、論文題名の変更等が求められた

が、適切な加筆訂正が行われた。口頭発表後の口頭試問では審査員の質問

に十分答えられていた。公開発表会での質疑応答においても明確に答えら

れていた。 

以上より、本審査委員会は本論文を本学大学院人間文化創成科学研究科

における博士(学術)、Ph.D. in International Nutrition の学位に相応

しいものと判断した。 
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ア．当該論文に立体形状による表現を含む 

イ．著作権や個人情報に係る制約がある 
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